
 

 
  

 

第 2回：今こそ！DXで未来を拓く 
日本のモノづくり 
～ビジネスにおけるデザインの力 
VIDEO TRANSCRIPT 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹羽：振り返ると生活が変わってるっていう。価値が忍び寄ってるっ
て言うんですかね 
 
田中：デザイナー全然いらないんじゃないですか 
 
木下：大人になったら遊ばなくなるっていうのをいかに遊び続けられ
るかっていうのは一つ幸せであるテーマかもしれないですよ 
 
丹羽：本番組では、日本の産業の屋台骨となっているものづくりに
携わる人々に向けて、アクセンチュアがこれまで培ってきた専門知識
や知見のみならず、様々な分野において活躍されているスペシャル
ゲストの方々をお迎えすることで、新たな視点、違ったものの見方を
取り入れながら、未来を切り開くメッセージを発信していきたく思って
います。 
 
林：皆さん、こんにちは。本日のテーマは、日本のモノづくり、中でも
新製品やサービスについて考察を進めてまいりたいと思います。 
 
デザイン経営、デザインシンキングを経営改革に活用する企業が増
えています。企業経営においてデザインの持つ力をどのようにお考え
になりますでしょうか。 
 
田中：デザインの持っている創造性を企業経営に生かす。で、創
造性というのは、なにもその絵を描くとか、そういうことじゃなくて、クリ
エイティブな発想、幅広いものがありますけども、そうした創造性をど
う生かしていくかっていうことだと思うんですね。ま、デザインシンキング
自体はデザイナーのためというものよりも、ある方が腹落ちのいい発
想法っていう言い方をしてましたけど、ま、経営者まで巻き込んで一
緒に考えていくっていうことと、それから、やはりユーザーの中にあるも
のを引き出すっていうか、何がそこに本質的なものがあるのかっていう
ことを抽出するために、デザインシンキングというメソッドがあるというこ
とだと思うんですね。いろんな人たちが一緒に考えていくんだっていう
ところが、そこの一つの特徴だと思うんですね。そのことによって、最
終的にはこのユーザに刺さる、本当に必要とされているものにこう繋
がっていくっていうことが生まれてくるんじゃないかなという風に思いま
す。 
 

木下：私ってどちらかとエンジニアリング脳なんですよ。もう二十六年
間ずっとエンジニアサイドで。そこから六年間、ビジネスサイドに行っ
て、やっぱりエンジニアリング脳で考える人とビジネス脳で考える人と、
今デザイナーがいる本部にいますけど、デザイナー脳で考える人がい
るんだなと思うんですよ。やっぱりそれぞれが言うことがダイバシティも
上がって発想力が上がるじゃないか、クリエイティビティが上がるじゃな
いかということかなと。一方でデザインシンキングって誰でもできるとは
言えないかもしれないけど、デザイナーを必ず入れないといけないの
か、デザイナー入れなくてもデザインシンキングができるのか。そこら辺
をちょっと実際、私自身がわかっていないかもしれません。 
 
田中：デザイナー全然いらないんじゃないですか。ま、 デザイナーが
入って、あの活性化することもある。あるいは客観化したり、ものをま
とめる力がうまかったり、デザイナーの中にあるんですけども。あのデザ
インシンキング自体はまさにメソッドなので、それはむしろそれを使って
誰でもこう出来るっていうところだと思うので、答えを導き出す糸口を
たくさん作るようなもんだと思うんですよね。そこで何がいいのかってい
うところが出てくる話じゃないかなと思いますけど。 
 
丹羽：インタビューしました、とかディスカッションしました。そのクリエ
ーティブにやろうってことじゃなくて、やったよねっていうアリバイをみんな
で作ってるところはある。それはあのデザインシンキングが流行ったとき
も、やっぱ腹落ち感があるが故に腹落ち感が、実はその新しいもの
を生み出すために使われずに、やったよねってアリバイ作りに使われ
たっていうのはあると思います。 
 
田中：アリバイのためのアリバイじゃ意味がなくて、やはりアリバイの
捉え方っていうかな、プロジェクトを一緒に進める。やっぱり意識を共
有して仕事を進めると、良い結果って出てきますよね。そういう意味
で、みんなの共通認識を作るっていう部分のアリバイは、そこにはそ
の経営トップも入っていて。だから経営トップの、社長も一緒にやるっ
て言ったじゃないですかみたいな。そういうところが、ある種のアリバイ
かもしれないですね。丹羽： 
商品を作る時にお客様の声をどこまで聞くかって、問題はきっとある
と思うんです。お客様の声を聞かなければいい商品はできないけど、
よく昔からある、速い馬を作ってくれって言われた問題。で、そこの辺
のバランスってどんな風にとらえているんですか？ 
 
 



 
  

丹羽：商品を作る時にお客様の声をどこまで聞くかって、問題はき
っとあると思うんです。お客様の声を聞かなければいい商品はできな
いけど、よく昔からある、速い馬を作ってくれって言われた問題。で、
そこの辺のバランスってどんな風にとらえているんですか？ 
 
木下：そういう意味では、卸先が一つのお客様。で本当の使ってい
るユーザーとかの方は本当はコンシューマーっていうか。っていう形で
二つお客様がいると。そのディーラーの声をお客様として聞くと、やっ
ぱ売れるモデルってなるんですね。だけど、で、新しい提案すると、こ
んなの絶対売れないから。他社にはないし、こんなの誰も今欲しが
ってないしって言うんだけど今まで結構我々が市場を変えたりヒットし
たものって、実はそういうところにあって、女性の、アセアンの女性のス
クーター需要をそこから掘り出しました。アートの問いがないとそういう
ことはできないし、デザインシンキングだけだと、今あるものに対しての
ソリューションっていう形ではできるかもしれないけど、やっぱりその両
方が欲しいなっていうのは、ちょっと商品開発する時は思いますけ
ど。 
 
丹羽：アートの問いっていうのは、一度既存を壊してみるみたいな
ことなんですかね。 
 
木下：そうですね。たぶん異端の方が時代を変え易いと思うんです
よ。ちょっと怖いですけど。まあただヤマハ発動機って、世界 180 カ
国で全てのラインアップを持って勝負していると。そういう企業って、
２輪の世界ではホンダしかいないです。でもホンダっていうジャイアン
トがいて我々がいるっていう立場にすると、我々の生き方って新しい
市場を作っていかないと、ホンダとある市場でガチ勝負してもほぼ勝
てないですよね。ま、生き方としても常に新しい、何か新しい創造を
していかないと。市場を作る、お客さんを作る、もしくは新しい価値を
作るようなことを、していかないといけないので、その部分で言うと、
結構このデザイン経営とかデザインシンキングは割と自然とやってた
じゃないか。で、 かつ、我々で言うと GK さんが外にいて、我々は中
にいて、デザインの正義と会社の正義。両方の正義が入ったら良い
モデルが作れる。 
 
外にいるからこそデザインの正義が言えると思って。そういう組み合わ
せで、問いと、そのデザインっていうソリューションって両方うまくいかせ
るように今までやってた気がする。 
 
田中：マーケットリサーチとデザインシンキングってやっぱ明らかに違
うと思うんですよね。マーケットリサーチは、既存の中に、既存の概念
の中で聞いてるだけなんで、答える側も既存のものしか持ってない。
先程の馬の話と一緒で、で、よく言う話のそのスティーブ・ジョブスは
一切信用しなかったって話ありますよね。で、今、あの大成功して、
あの時はみんな日本だって言ってるけど、日本企業は作らなかったじ
ゃないですか。あれはやっぱりその本当にこう 既存のマーケットリサー
チをしたら、そんなの高い、それから使いにくい、使ったことがないとか
ね。いろんなダメなネガティブ要素っていっぱい出てきちゃうと思うんで
すけども、デザイン思考をやっていく中で、でも本当に欲しいものは
何なのかとか、そういうものを見つけていくことが、だからやっぱチャンネ
ルを変える力があるんじゃないかと思います  
 
 
 

田中：本質の時代だと思うんですよね。ちょっとまあ我々は昔から
デザインするとき、そもそもそのものとは何かってことを言ってきたんで
すけど、その本質は何かっていうところを捕まえないと受け入れられな
い時代になってるっていうことだと思うんですよね。 
 
木下：最近、企業の存在価値もそんな感じですよね。金儲けして
ればいいじゃんっていうのは認められない。 
 
田中：そうですね、それはもう本当にその利益の極大化っていうも
のが企業の目的じゃ成立しなくて。ま、そういう中で ESG とか
SDGs とか出てくるわけですけども、やっぱりそれはユーザー側もそれ
を望んでいるわけですよね。 
 
丹羽：コロナが起きて COVIDが起きてよりそれがこう加速した感
じがしてて、満員電車とか無駄な海外出張とか、あの高額な接待
とかなんかこう変だなと思ったけど、続けてきたこととか全部こうあれい
らなかったよねっていうことが起きてるかと思います。その時に本質
で、じゃあ企業は何が本質やらなきゃいけないかっていうのは出てき
たような気がします。 
 
田中：不要不急と言われたものの中に、本当に不要なものと本当
に要るものの両方があって、超高層ビルとか大都市だとか、本社オ
フィスとかっていうものがなくてもできるじゃん。通勤電車とか満員電
車通勤しなくてもいいじゃないみたいなことがあってですね、それは本
当に要らないものが分かったっていうこと。でも不要不急って言われ
た中に、人と会うとか、リアルに話すとか、スポーツをして一緒に共感
するとか、そういうものも不要不急だったんだけど、あるいは旅に出る
とかね。そういうことの中に自分たちの本当に大事なものがあるって
いうのは気づいた。結局、不要不急にこそ価値があるっていうことが
そこの中にあって、なんかその二つが気付いたってことなんじゃないか
な。 
 
丹羽：不要不急なしには生きていけないことがよく分かりましたの
で、我々 
 
田中：そんなつまんない人生 
 
木下：生きていけるんだけどつまらないですね。 
 
丹羽：つまらないですね。 
 
木下：ヤマハミュージックの楽器にしてもオートバイしても、そこからど
う使われるかで感動を創造される。渡すそのものの移転価格で五
十万円ですって、ほんとに五十万円の価値かどうかは全くその先分
かんない。結構ビジネスモデルとしては感動創造って言ってるんだけ
ど、その実際の感動を創造されるところに、あんまりタッチできてない
っていう、ちょっとジレンマがあって、今後のそのー、コミュニケションテク
ノロジーとか変わっていく時代において、いかにそこにタッチできるかっ
ていうのは、一つのテーマかなと思います。 
 
林：技術革新にとどまらない、生活様式を一新するようなイノベー
ションをどう起こしていくかといったところで。今、個人の話がテクノロジ

 

 



 
  

木下：技術革新とイノベーションって結構タイミングはちゃんと見な
いといけない。今の時代はどういう時代かっていうのを見ないといけな
い。その民主主義の拡大っていう、例えば LGBTQもそうですけど、
最初は有色人種の資格、黒人の人たちの参政権とか女性の地位
とか言ってたのが、今やどこまで拡大していくのかっていう話があって、
今日も記事出ていましたけれど、AI と結婚しましたって言った時に、
じゃ、結婚相手にその人格を認めるのかと。 
 
我々って今、その大量生産と油の時代のテクノロジーで商売してる
んですけど、実はもう情報革命っていう時代に来ていて、それは一
時代前のテクノロジーであると。そうやって考えると、その情報革新で
我々がこうイノベーションするっていう機会ってそうそうないんですよ
ね。で、我々は何やってるのかっていうと、やっぱエンジニアリングだと
思うんですよね。いわゆる技術の組み合わせで何が新しく作れるの
かっていう。で、我々そういう意味では、その 1993年にアシスト自
転車っていうのを自転車にモーターとバッテリーを付けて発明したと。
自転車をもう一回アップデートしましたって。それがでもインベンション
でやっぱり生活が一変したかって言うと、自転車に乗っている姿は変
わらないんだけど、自転車の価値は増えてきましたっていう。そういう
のは結構できるんじゃないかと思ってて。 
 
丹羽：私、横浜市民からすると横浜市民の生活を変えてるんです
よね。横浜市民的には 電動アシストがない自転車ってもう想像つ
かないんで。坂が多いから。その最近ちょっと感じるのが、来た瞬間
気が付かなくて、ん？と思うんだけど、振り返ると生活が変わってるっ
ていう、価値が忍び寄ってるって言うんですかね。 
 
木下：技術革新によって我々の認識が変わる可能性があるなん
ていうのはイノベーションって呼んでもいいなと思ったんですよ。それは
ひとつ大きく AI というのがあって。で、ロボティクスもそうですけど、AI
研究イコール人間研究みたいなのがあって。AIができて人間ができ
ない。人間ができて AIができない。両方できない。両方できるみた
いな。結局人間って何なの？っていう問いがでてきて、それが我々
の認識を変えていく可能性があるなあと。さっきの AI と結婚もするも
そうですし、その例えば今のチャット GPT もそうですけど、ずっとその
後方のやつ読ませると私たちが死んでもその人はずっと生きてる、喋
ってもらう。死なない私っていうのがもう一人できる。そうすると死ぬっ
てどういうこと？みたいな。肉体的な死と考える思想の死っていうの
はまた違うレベルとかいうのが、そのイノベーション、技術革新が裏返
しで我々の認識を変えていくっていうことをしてしまう可能性が今の
時代はあるなあと思うんです。そこからどう我々の認識の生活を変え
るかっていうのがあるかもしれない。 
 
丹羽：人間を知らなければできない訳ですね。それこそ。 
 

田中：AIが色んなところに出てきた中で、仕事の仕方も変わるし、
生活の仕方も変わるし、意識も変わるし。AI と人生相談して自殺
しちゃった話とかなんかフランスかなんかでありましたよね。やはり生命
体としての人間というか、心を持っている人間、そういうことがすごくあ
る意味古臭く一瞬思うんですけど、結局そこに帰っているところがあ
るんじゃないかなと思って。それをだから、あのテクノロジーを使いなが
ら、人間としての心とか、あるいは人間としての体っていうものをどう
使っていくのか、そこが今、問われているところにあるんじゃないかなっ
て気がします。ですから、モーターサイクルなんかも、あのただのモビリ
ティっていう明日的な世界。単なるつって怒られるかもしれないです
けど、やっぱりその移動することが楽しいっていうのは、これまで操るこ
との楽しさだったんだけど、じゃあ違う楽しさをどうやって見つけていくか
とか、そこに AIが入ってきた時、どうなっていくかとか、そういうことがあ
るんじゃないかと思いますね。 
 
木下：その我々のモーターサイクルって何なのか？とか、楽器って何
なの？って。もう一回再定義してもいいかなと思うんですけど、音を
鳴らす。なんかミュージックインストゥルメンタルですって言ったらそうな
んですけど。でも一方で、人間能力を開発を課す製品ですと。ピア
ノ買っただけだと何も役に立たないんだけど、練習して初めて自分が
歌う音階より広い音階の曲が弾けたり、もっとうまくなると人前で演
奏できたり、もっと多くの人の前で演奏できたりする、もしくは拍手を
もらったり、作曲したりするっていうものをうまくなる過程におけるその
楽しみっていうヒエラルキーが変わっていくっていう製品ですと。そうい
う感動を積み重ねることで感動が人にどう役たったのかっていうところ
までやれると、結構その AI というものとの対比の中で、人がどうこう
あるべきかというのはもうひとつあるかなと思います。 
 
丹羽：バイクにしてもピアノにしても楽じゃないし、練習しなきゃいけ
ないし、大変だし、それがちょっと面白いですよね。人にこう何かを課
すという 
 
木下：そうなんですよ。私、結構ヤマハミュージックとヤマハモーター
の価値の再定義は、鍛錬の娯楽化って言ってるんですよ。結構鍛
錬なんだけど、娯楽化できるっていうので、楽しむことに挑戦してるみ
たいで。普通楽しむというと、挑戦したくないですよ、海辺でごろっと
したいんですと。じゃない、我々はたぶんそっちサイドじゃない人に刺
さる話を持っていきたいと。多分これ人間の一生の時間の中で、さっ
きの AIもそうですけど、まあ死ぬ時どう思うのかってあると思うんです
よ。で、もう今の時代、多分病室でスマホ見ながら死ぬんじゃないか
みたいな感じじゃないですか今や。だけど、その死ぬ瞬間に何を思っ
たら満足してしまうのかっていうことがあるとすると、結構、自分をいか
に知ることができたと。それは人と比べずに、自己満の世界で満足
できるんですよ。でも、お金をいっぱい稼いでとか、社会インパクトとこ
んなに出したとかいうのをやっちゃうと、それはもうきりがない。 
 
丹羽：きりがないですね。天井知らず。 
 
 



 木下：だけど、そういう鍛錬の娯楽を通じて、自分をどれだけ知れ
たよね俺は、で死ねるんだったら、まあ結構満足度高いと思います
よ。結局何が人間の一生の中で幸せになるのかっていうのも、この
技術革新が貢献しないと、今後は単に便利になるんですとか、単に
高度化した技術では、なんか結構我々は煮詰まっちゃう感じです。 
 
田中：たぶんその便利な部分っていうのは、どんどん AIやデジタル
に取って変えていくことができて、ずっとそれを移行していくと、最後残
ってくるのは、その感性の喜びみたいなものとか、娯楽であったりと
か、ま、その本来的な人間性みたいなあるいは身体性とか。でも
中々そこに行かないですよね。 
 
丹羽：ちょっと上手になっただけで、すごいうれしいじゃないですか。 
 
木下：結局、スポーツも今のオートバイも楽器もそうなんですが、
遊んでるだけなんです。なので、大人になったら遊ばなくなるっていう
のをいかに遊び続けられるかっていうのは一つ幸せであるテーマかも
しれないですよね 。 
 
林：コンサルティングという立場で、多くのものづくり企業を見てい
て、イノベーションをどうしていくかということをテーマとして取り扱うこと
が多いと思うんですけど。 
 
丹羽：いかに買っていただいた後に、生活者の方にあの価値を増
やしていけるか。そういうところに取り組んでいる企業がやっぱ多くて、
例えば資生堂さんのご支援しているんですよ。DNAによってお客様
一人一人の肌の特性を知って、それによってこういうケアしたらいい
ですよというような、サポートするようなサービス。それはあの単にあの
製品を売るだけじゃなくて、お客様の生活まで入っていって、生活を
向上して美を向上していこうっていう話だと思うんですよね。お客様
からもそのコンサルティング受けたことで生活習慣、ちょっと変えてより
あの良くなりましたみたい話もうかがいました。そういった購入いただ
いてからが勝負みたいなことはチャレンジしていらっしゃる会社さんが
多くあるような気がします。 
 
林：買うまではスペック主義というか、それで最初買う動機にはなる
けれども、じゃあそれを買い続けた後の生活はどうなるのかとか、その
人のライフスタイルはどう変わっていくのかとか。それを突き詰めると、
えっと結果的に人間の楽しさだったり、人間がなぜ生きているのかだ
ったりと、それはえーとテクノロジーで置き換えれるような作業なんじゃ
ないかとか。そういったところに、今後、今まさにあの出てきているよう
な AI とかチャット GPT とかが使われていく過渡期にいるっていうとこ
ろが非常にあの議論してて思いました。ありがとうございます。 
 
丹羽：ご期待ください！ 
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